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High-ｌｍｐａｃt ＮＡＤ樹 脂

(ハ イーインパ クトエヌエ ーディー 樹 脂)
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｢インパクト｣には、｢ギュツと詰め込む｣という意味があります。

ハイーインパクトＮＡＤ樹 脂は、従来のＮＡＤ樹脂より、高性能な原材料( モ

ノマ ー)を使用し、一粒にギユツと詰め込むことで高密度に設計してい

ます。これにより、耐久性をはじめとする優れた性能を発揮します。

イメージ
_｡－フダタ

ｒl-

Ｊ イ

J 融ｉし
ダ ダI蹄

丿皿

ぐ ベ ノ

･ - S J

ハイーインパクトNAD 樹脂は､野

球の硬式ボールのように、しっ

かりと中身が詰まっている。
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従来 まで のＮＡＤ植4脂 は､ 中身 が 詰

まってい ない 野 球 の 軟 式 ボ ール の

ような イメ ージ
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耐久性
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可溶型樹脂
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樹脂が 溶剤に溶けている。
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すぐに 短く分 解して

しまうた め 耐 久 性が 低い 。

従来型NAD 樹脂

①
樹 脂 が 粒 子 となって

溶剤 に 分 散している。

粒 子 の密 度 が 薄 い 。

分 解し にくく、

耐 久 性 が 高い

４ ｀

ハ イ ーイン パ クトＮＡＤ樹 脂

樹脂が粒子となって

溶剤に分散している。

粒子の密度が 濃く高性能

高密度なため

さらに耐久性が高い
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High －ｌｍｐａｃt ＮＡＤ樹脂

塗膜の劣化原因｢ラジカル｣を3

つの技術で高レベルに制御!

酸化チタンの表層保護

ラジカルの発生源である酸化チタンの表層を保護

し､ラジカルの発生を抑制します。

HALSI こよるラジカル補足

発生したラジカ ルを補 足 するHALS を､づ 投的な 添

加とは異なり､酸 化チタンの周りにより多 く配 置さ

せることご効率 良くラジカルを 補足します。

(ハイラジ カル制 顔

UＶＡＩこよる塗 膜 保 護

ラジ カル発生 のエ ネルギ ー源となる紫 外線を 熱エ

ネル ギーに 変換し､ラジカ ルの 発生を抑 制します。
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High- ｌｍｐａｃt ＮＡＤ樹脂

従来技術を総集結した新たなＮＡＤ樹脂が、優れた耐久性と厚みを実現!

シェル

◆塗膜の乾燥過程

ハイーインパクト ＮＡＤ樹脂

高 性能モノマー採用

樹脂原料であるモノマーに、耐久性に優れた高性能なもの

を使用。さらにシリコン成分を導入することで、耐久性に優れ

た塗膜を形成する。

コ ア シ ェ ル 構 造

高 密 度で 耐 久 性 に 優 れるコ ア( 核) を、円 滑 に塗 膜 化( 造 膜)

さ せるシェル( 殼) で 覆うことにより､ 耐 久 性 に優 れる 塗 膜を 、

より完 璧 に形 成で きる。

高 密度設計

粒子の一粒一粒が、高密度に凝縮されているため、１回塗り

で『耐久性』と『美しい仕上がリ外観』を提供する。

一粒一粒の密度が濃く、

乾燥の際にちぢ みにくい。

粒子のシェル部分が

心　　　　　　　　　　　　　　　Ｗ　　　　　　　　　　　　より完璧な膜を形成!
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従来型NAD 樹脂
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一粒一粒の密度が薄いため

ちぢんでしまう‥･　　
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塗膜内に

隙間が多く

塗膜も薄い
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NAD 栢4脂により、1回塗りでも充分な膜厚がつく塗料設計を

可能にし安定した耐久性を実現。

促進耐候性試験（スーパーキセノンランプ法）
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金属系屋根材の場合
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窯業系屋根材の場合

う

● グ レ ード ア ッ プ ！

下 塗りに バ イパ ー サーブ を

塗 装 すると下 地 の 影 響を 受 け

にくくなり､さらに 美 観 が 向 上しま す。

ハイパーサーフ あリ



顛 ＤポリＩﾏＳi

水溶成分を含まない塗膜は､カビ･藻を

寄せ付けず､長期にわたり美観を保持。

耐酸･耐アルカリ性に優れるため､酸性雨や、

基材(アルカリ性)からの影響を受けにくい。

一般的に使用されているＡ塗シンと言われる

塗料用シンナーで希釈可能。

１液タイプで､攬絆の手間がなく､安定した

性能を発揮。

用　途

緻密に配列したNAD 桓1脂が汚染物質を

寄せ付けない優れた耐汚染性の塗膜を実現。

下地､旧塗膜に最適な下塗りを塗装することに

より､様々な屋根材に適合し､優れた密着性を

発揮。

NＡＤ植4脂 は 、余 分な 溶 剤 を 含ま ない ハイソリッド

タイ プで､ 気 温の 変 化 を 受け にくい 優 れた 乾 燥 性

を 発 揮し､ 冬 場 でも 安 心して 作業 が 出 来 ます。

１回塗りで充分な物性を発揮するため、

工期を短くすることが可能です。

◆窯業系 屋根材

住宅屋根用化 粧スレート、波形スレ ート(アスベスト含有)、プレスセメントがわら、

ノンアスベスト波形スレート、乾式洋瓦 汪 ニェ ル瓦・スカンジア瓦)

< 注意＞

いぶし瓦への塗装は避けてくだ古い。

乾式洋瓦を塗装される場合は必ずエポックマイルドシーラーのカタログをご参照ください。

◆金属系 屋根材

カラー鋼板( 塗装溶融亜鉛メッキ鋼板、カラーガルバリウム鋼板、カラーアルミニウム板)

溶融亜鉛メッキ鋼板(トタン)、表面未加工のアルミ合金メッキ鋼板( ガルバリウム鋼板)　

表面未加工のアルミニウム板、ステンレス鋼板



窯業系屋根材

住宅 屋根用化粧スレート､ 波形スレート(アスベスト含有) 、プレスセメントがわら

ノンアスベスト波形スレート

乾式洋瓦

※劣化が 著しい 場合は､ 下塗りにエポックマイ

ルドシーラーをご使用ください。

‾ヘ

ノ



噸 Ｄポリ｜ﾏＳi

休ま 圖搦 用を 鮮 スし－1、 瀦 似 スし－卜､rア スベ スト､含右l づし スヤメリト､が;h ら

工 程 � 使 用塗料 � 希釈 率 � 塗 装方法 �　
塗 付量(kg/

㎡/ 回) �

塗回数

(回) �　

塗面 積(

㎡/ セット) �

塗装間隔(23 °C)

�������工程内�工程間 �最終養生

素 地調整 �
劣化塗膜､ 脆弱部分､ 塵あい､ コケ､ 油脂 類等は高 圧洗浄､ ワイヤーブラシで除去し､ 清浄な面とする。(

含水 率は8 ％以下､pH は10 以下)

下 塗り �1
液マイルドェポシーラー

15kg �
既調 合 �

ハケ･ローラー

エアレス �0.10
～Oj3 � １ �115～150 � － �4h

以上7h

以内

上 塗り
�顛

Ｄﾎﾟﾘ･ﾏＳi
�　　

５～ １０％(

塗料用シンナーA) �
ハケ･ローラー �0.15～0.20 � １ �75 ～100 � － � － �24h以上

※基 材劣化 が著しい 場合は､ 基材 洗浄を充 分に行い､ 下塗りに｢エポツクマイルドシーラー( 弱 溶剤系)｣ をご使 用ください。氷基 材劣 化か者しい 場曾は､ 基豺 洗浄を元分に行い､ 下塗りに|エポックマイルドシー

※ 劣化したプレスセメントがわらの 下地調整に は｢ 水系 ルーファーEX｣ をご使用くださし

ノンアスベ スト波 形 スレ ート

工 程 � 使 用塗料 � 希釈率 � 塗装 方法 �　
塗付 量(kg/

㎡/ 回) �

塗回数

(回) �　

塗面 積(

㎡/ セット) �

塗 装間隔(23 °C)

�������工程内�工程間 �最 終養生

素 地調整 �付 着物(ゴミ､ ホコリ、苔､ カビ､ 油 脂類)をワイヤーブラシ､ 皮 スキ､ タワシ､ 高圧洗 浄機で丁寧に除去し､ 充分に乾 燥させる。

下 塗り �
エポックマイルドシーラー

主 剤10kg 硬 化剤lkg �
既調 合 �

ハケ･ローラー

エアレス �0.10
～0.15 �　1(

～2) �73

～110(36

～55) �　

－(4h

以上) �5h

以上

７日 以内 �
－

上 塗り
�顛

Ｄﾎﾟﾘ1?Ｓi
�　　５～ １０％(

塗料用シンナーA) �
ハケ･ローラー �0.15～0.20 � １ �75 ～100 ���24h以上

※20 年以上経 過した基材など､ 表 面が劣 化し特に脆 弱になっている場 合は､「エポックマイルドシーラー」を2回塗りしてください。

※ 下塗り後､「 バイパーサーブ」を使用することで､ 仕上 がりがより美しくなります。

乾式 洋瓦( モニエ ル 亙･ スカンジア 亙)

工 程 � 使 用塗料 � 希釈率 � 塗装 方法 �　
塗付 量(kg/

㎡/ 回) �

塗回数

(回) �　

塗面 積(

㎡/ｾｯﾄ) �

塗 装間隔(23 °C)

�������工程内�工程間 �最終 養生

素 地調整 �付 着物(ゴミ､ ホコリ、苔､ カビ､ 油脂 類)をワイヤーブラシ､ 皮スキ､ タワシ､ 高圧洗 浄機で丁寧に除去し､ 充分に乾燥させる。

下 塗り �
エポツクマイルドシーラー

主 剤10㎏ 硬化 剤lkg �
既調合 �

ハケ･ローラー

エアレス �0.10
～0.15 �　1(

～2) �73

～110(36

～55) �
－ �5h

以上7

日 以内

上 塗り
�噸

ＤﾎﾟﾘﾏＳi
�　　

５～ １０％(

塗料用シンナーA) �

ハケ･ローラー �0.15～0.20 � １ �75 ～100 ���24h以上

※乾 式洋 瓦の塗り替えは､ 素地調 整に留意すべき点があるため､ 必 ず｢エポツクマイルドシーラー｣ のカタログをご参照ください。

※ 下塗り後､「バイパーサーブ」を使 用することで､ 仕上 がりがより美しくなります

基材劣化が著しい場合の下塗り材
ｔま 屋匍 豚�化粧 スレート、波 形スレ ート( アス ペス ��含ヽ 右 ） ノン アス ベスト波 形スレート、 プレス セメン ����がヽ わら 乾 式 洋瓦( モニエ ル瓦

工 程 � 使 用塗料 � 希釈率 � 塗装 方法 �　
塗付 量(kg/

㎡/ 回) �

塗回数

(回) �　

塗面積(

㎡/ セット) �

塗 装間隔(23 °C)

�������工程内�工程間 �最終 養生

素地 調整 �付 着物(ゴミ､ ホコリ、苔､ カビ､ 油脂 類)をワイヤーブラシ､ 皮スキ､ タワシ､ 高圧洗 浄機で丁寧に除去し､ 充分に乾 燥させる。

下 塗り �
エポツクマイルドシーラー

主 剤10kg 硬 化剤lkg �
既調合 �

ハケ･ローラー

エアレス �0.10
～0.15 �　1(

～2) �73

～110(36

～55) �
－ �5h

以上7

日 以内 �
－

上 塗り
�噸

ＤﾎﾟﾘﾏＳi
�　　５

～ １０％(

塗料用シンナーA) �

ハケ･ローラー �0.15～0.20 � １ �75 ～100 � － � － �24h以上

※20 年 以上経 過した基材など､ 表面 が劣化し特に脆弱 になっている場 合は、「エポツクマイルドシーラー」を2回塗りしてください。

※ 下塗り後､｢ バイパーサーブ｣を使用することで､ 仕上 がりがより美しくなります。

※乾 式洋瓦 の塗り替えは､ 素地調 整に留意すべき点があるため､ 必 ず｢エポックマイルドシーラー｣ のカタログをご 参照くださいO

仕 上がり外 観をより美しくする場 合 の 下塗り材

･スカンジア瓦 ）

ｔ虫 屋海 豚�化粧 スレート 波 形スレート( アスベ ス ��､含 右j プレスセ メント､が わら

工 程 � 使 用塗料 � 希釈率 � 塗装 方法 �　
塗付 量(k

只/㎡/ 回) �

塗回数

(回) �　

塗面積(

㎡/ セット) �

塗 装間隔(23 °C)

�������工程内�工程間 �最終 養生

素地 調整 �
劣化 塗膜､ 脆 弱部分､ 塵あい､ コケ､ 油脂 類等は高 圧洗浄､ ワイヤーブラシで除去し､ 清浄な面とする。(

含水率 は8 ％以下､pH は10 以下)

下 塗り �
ハイパーサーフ　　15kg�　O～5%(

希釈水) �
ハケ･ローラー �0.2 ～0.4 � １ �38 ～75 ��4h以上

上 塗り
�顛

ＤポリマＳi
�　　５

～ １０％(

塗料用シンナーA) �
ハケ･ローラー �0.15～0.20 � １ �75 ～100 � － ��24h以上

※基 材劣化 が著しい 場合は､ 基材 洗浄を充 分に行い､ 下塗りに｢エポツクマイルドシ一ラー｣を塗装してから｢ バイパーサーブ｣をご 使用< ださい，

＜ＮＡＤポリマSiの 塗装仕 様の 注意点( 共通) ＞

① 塗付量 に希釈 剤は含まれておりません｡ 塗 付量は 条件により増 減します
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金属系屋根材
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さぴが発生していない場合
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性 能 表
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・ 塗膜性能(窯業系)

試験項目 � 評価方法 � 試験結果

鏡面光沢度 �JIS K 5600(60度) �85 土2

耐 おもﾘ 落下性 �JIS K 5600　落球式おもﾘWZ-500 ×30cm � 異常なし

付着性 �JIS K 5600(クロスカット法２ｍｍ幅) � 分類０

耐 液体性 �｣IS K 5600(

水道水　浸せき法)23゜CX7日間 � 異常なし

�｣IS K 5600(水酸化ナトリウム5％　浸せき法)23で×7日間 � 異常なし

�｣IS K 5600(硫酸5％　浸せき法)23て×7日間 � 異常なし

耐湿潤冷熱繰り返し吐 �｣IS K 5600　50て×3h/-20 °CX3h/20て×18h 浸せき �10 サイクル　異常なし

凍結融解繰り返し 匪 �-20て×16h 浸せき/20゜CX8h 浸 せき �10 サイクル　異常なし

・ 塗膜性能(金属系)

試験項目 � 評価方法 � 試験結果

鏡面光沢度 �｣IS K 5600(60度) �85 土2

耐おもリ落下性 �JIS K 5600(デュポン式5009 ×30cmxl/2(D) � 異常なし

付着性 �｣IS K 5600汐ロスカツト法ｌｍｍ幅) � 分類０

耐液体性 �JIS K 5600(

水道水　浸せき法)23 °CX7日間 � 異常なし

�｣IS K 5600(水酸化ナトリウム5％　浸せき法)23゜CX7日間 � 異常なし

�｣IS K 5600(硫酸5％　浸せき法)23゜CX7日間 � 異常なし

耐 屈曲性 �｣IS K 5600(円筒形マンドレル法) � ２ｍｍ

引っかき硬度 �｣ISK 5600( 鉛筆すﾘ 傷法) � Ｆ～Ｈ

耐 中性塩水噴霧性 �JIS K 5600ソルトスプレ ー試験機500h � 異常なし

塗膜劣化の評価(さびの等級) �JIS K 5600沖縄県暴 露場24ヶ月 �R 目(吉びの面積0.05％)

耐結露白化性 �塗装2h 後､結露24h試験､2h 後､目視判定 � 異常なし
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カラー 鋼 板 溶融 亜鉛メッキ鋼 板(トタン) 表 面 未加 工 のア ルミ合 金メッキ儡 板( カ ル バリ｢‘フム 儡板) 表面 去 加工 の アルミニウ ム 板 ステンレス偏

工程 � 使用 塗料 � 希 釈率 � 塗装方 法 �　
塗付 量(kg/

㎡/ 回) �

塗 回数

(回) �　

塗面積(

㎡/ セット) �

塗 装間隔(23 °C)

�������工程内�工 程間 �最 終養生

素地調 整 �
さびの発 生が進行してい たり､ 割れ､ は がれ等 のある場合 は､3 種ケレンによりさびや死 膜を除去する。

ゴミ､ 汚れ､ 油 分を除去し､ 乾燥した正 常な面にする。

下 塗り �　　RM
ﾌﾟﾗｲﾏｰ

主剤14kg 硬化剤lkg �　　5

～15 ％(RM

シンナー または

塗料用シンナーA) �

ハ ケ･ローラー �0.14～0.16 �

１ �94

～107 �

－ �4h以上 � －

��　15～25％

(RM シンナー または

塗料用シンナーA) �

エアレス �Oj5 ～Oj7 ��88～100

上 塗り
�
噸ＤポリマＳi

�　　5
～10 ％(

塗料用シンナーA) �

ハケ･ ローラー �0.13～0.17 � １ �88 ～115 �� － �24h以上

※ステンレス鋼板は 種類 が多いため 付着に関しては当社 営業 担当者 にお問い合 わせください。

カラー 鋼板 、溶 融亜 鉛メツキ 鋼 板(トタン) でさびが 発 生してい る場 合

工程 � 使用塗料 � 希 釈率 � 塗装方 法 �　
塗付量(kg/

㎡/ 回) �

塗 回数

( 回) �　

塗面積(

㎡/ セット) �

塗装間 隔(23 °C)

�������工程内�工 程間 �最終養 生

素地調 整 �
さびの発 生が進行していたり､ 割れ､ は がれ等 のある場合は､3 種 ケレンによりさびや死膜を除去する。

ゴミ､ 汚れ､ 油 分を除去し､ 乾燥した正常な 面にする。

下塗り �
エポックマイルド＃1000　　

15kg �　15

～20 ％(RM

シンナー または

塗料用シンナーA) �

ハケ･ ローラー �0.14～0.16 �

１ �94

～107 �

－ �4h以上 � －

��　25～30％

(RM シンナー または

塗料用シンナーA) �

エアレス �0.15～0.17 ��88～100

上塗り
�顛

Ｄポ1j･ﾏＳi
�　　

５～ １０％(

塗料用シンナーA) �

ハケ･ ローラー �0.13～0.17 � １ �88 ～115 � － � － �24h以上

＜ＮＡＤポリマSiの塗 装仕様 の注意 点( 共 通) ＞

① 塗付量に 希釈剤 は含まれておりません｡ 塗付 量は 条件により増減します

1｡ 荷 姿

NＡＤポリマ Ｓｉ ● ● ●

１液マイルドエポシーラー　 ‥･

エポックマイルドシーラー　　‥･

ＲＭプライマー ● ● ●

エポックマイルド＃1000　･ ‥

ハイパーサーフ

塗料用シンナーＡ

● ● ●

● ● ●

１ ５ｋ ９

１ ５ｋ ９

１ １ ｋ ９ セット( 主 剤

１５ ｋ ９ セット( 主 剤

１ ５ｋ ９

１ ５ ｋ ９

１６ Ｌ　 ４Ｌ

１

１

０

４

ｋ

ｋ

９

９

硬化剤

硬化剤
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降雨・降雪・強風が予想される 時や高湿度 （80％以 上）・低気温（5で以下）の場合は施工を避けてください。

高湿度・低気温で塗装した場合、未乾燥状態で夜露などにあたると艶引けを起こすおそれがあります。

塗装直後、降雨や結露等で白化した場合、目粗しを行って再度塗装してください。

塗装面のゴミや ホコリ等は取り除いてください。

塗料は内容物が均一になるように撹挫してくださ い。薄めすぎは隠ぺい力不足・仕上がリ不良等が起こりますのでご注意ください。

ハケ塗り仕上げとローラ ー塗り仕上げか混在する場合、塗付量・表面肌が異なるために若干の色相差がでますので、ハケ塗り部分は

希釈を少なくして塗装してください。

ローラ ー塗りの場合、ロ ーラー目は同一方向に揃えるように仕上げてくださ い。ローラー目により色相が異なって見えることがあります。

エアレス塗装の場合、 塗料の飛散による汚染の可能性がありますので、 必ず養生してください。

塗装や塗料取り扱い時には、換気に気を付け火気厳禁としてください。 また、 溶剤中毒には充分ご注意ください。

補修部分が目立つことがありますので、 同一塗料ロット、同一塗装方法で補修してください。また適正希釈にご注意ください。

10. 金属屋根のはぜ部分など、構造上膜厚がつきにくい部分は、さびが生じやすい ため、 拾い塗りなどでしっかりと塗装してください。

11. 汚れ・傷等によリ補修塗りが必要な場合がありますので、使用塗料の控えは取って置き、同一ロット・同一塗装方法で補修してください0

12. シーリング面への塗装は、シーリング材の種類・使用条件により塗膜の汚染 ・剥離・収縮割れ等の不具合を起こすことがあるため、 基本的に

は行わないでください。やむを得ず行う場合は、塗り重ね適合性を確認してから必ずノンブリードタイプをご使用ください。

13. 化学物質過敏症の人は、塗料に含有している化学物質 （VOC 等）に過敏に反応さ れる可能性がありますので、充分ご注意ください。

14. 塗装による臭気で、近隣に迷惑を掛けることがありますので、充分に配慮をお願いします。

15. 材料の保管・取り扱いは消防法・労働安全衛生法に基づき充分な管理をお願いします。

16. 製品の安全に関する詳細な内容については、安全データシート （SDS）をご参照ください。

＜塗料に関する注意＞

－
　

Ｉ
　

Ｉ
　

Ｉ
　
1
1
2
3
4
5

使用前には充分撹挫してください。

小分け する場合は、充分撹押して均一の状態にしてから 行ってください。色浮き・色違いや硬化不良等の原因となります。

市販の希釈用塗料シンナーには多種のシンナーがあり、適合しないものもありますので、ご注意くださいO

溶剤系塗料に使用するハケ・ローラーは、溶剤系専用のものをご使用くださいO

溶剤系塗料に使用したハケ・ローラーの洗浄には、ラッカーシンナーまたはエナメルシンナーをご使用ください。
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水谷ペイント株式会社

本 社 唇53M)06 大阪 市 淀 川 区 西三 国４－３－９０ 魯(06)6391-3151
FAX(06)6393-1101

大 阪 支 店 価sa24xxｓ 大 阪 市 淀 川 区 画 三 国 ４－３－９０ ｎ 〔０６〕四44al　　　

FAｘ(06)63914456

西日本開発部 唇5a2･0006 大 阪 市 淀JII 区 西 三 国 ４－３－９０　 魯〔o6〕63914401　　　
FAｘ(06)国･ 圃

東 京 支 店 ●1014ｓ2 東京都千代田区岩本町1-4-5 NS1 本町ﾋﾟJﾚ　ａ(o3)3865･8177　　　　　　

FAｘ(03)3865-a760

東日本開発部 ●101a32 東京都千代田区岩本町1-4-5 NS 岩本町ﾋﾟﾙ　 ｓ(03)3865-a177　　　　　　
FAx(03)3865,mo

北関 東 支店 署謁 聊38 埼 玉 県 羽 生 市 小 松 台2-705-22　a(04e1563･0355　　　　　　　　　　　　　
FAx(叫 路 鼎

中 部 支 店 ●aa15 愛 知 県 春 日 井 市 十 三 塚 町3 －6　a 〔0568〕8s-3551　　
FAｘ(0568)85･3556

広 鳥 支 店 辱734,ea22 広 島 市 南 区 東 雲1 －13 －16　a(oe2)284-6556　　　　　　　　　
FAｘ(062)283-0017

福 岡 支 店 ●811･2釧 福 岡 県楠 屋郡 粕 屋 町 仲 願2628-I　 ｓ(092)611･5731　　　　　　
FAｘ(092)621-2301

仙 台営 業所 ●剔･0(M2 仙 台 市 若 林 区 大 和 町1-22-36　111022)7824770　　　　　　　　　　　　　
FAｘ(022)232-6871

札幌 営 業所 ●崩･鵬3 札 幌 市 白 石 区 東 札 幌 ６条5-2-6　a(011)824･5711　　　　　　　　　　　

FAｘ(011)824-６464
工 場 本 社･ 埼 玉･ 中 部･ 広 鳥･ 福 岡

特約店
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